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本開催

オンライン開催

サウンディング調査 実施 実施 実施

検討

アドバイザリーボード 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

令和６年度こまつリビングラボの開催スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【開催テーマ】
図書館機能の具体化

【ショートレクチャー】
「読むことって、資料って何だろう？」

【ワーク内容】
ライブラリーのテーマを創造する

【開催テーマ】
複合（融合）機能の具体化

【ショートレクチャー】
「博物館を学び、融合の可能性を

考えよう」

【ワーク内容】
機能融合の可能性を考え

そこから生まれる
プロジェクトを検討する

【開催テーマ】
建築空間イメージマップ作成

【ショートレクチャー】
「公共建築づくりは

まちづくりだ！」

【ワーク内容】
未来型図書館を建築しよう！

【開催テーマ】
公園との一体整備の検討

【ショートレクチャー】
「未来型図書館×公園
～芦城公園の歴史から～」

【ワーク内容】
未来型図書館と公園の関係を

デザインしよう！

【開催テーマ】
リビングラボの
小松モデルの検討

【ミニ講演】
安岡美佳先生のみんなに
聞いてみたいこと！

【トークセッション】
リビングラボのこれからに
ついて語り合います！

【ワーク内容】
みんなで描こう！

リビングラボのロードマップ！
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中学・高校生向け
リビングラボ

各項目検討 基本計画作成

事業手法の検討・VFMの算定
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令和６年度第５回こまつリビングラボの方針

第５回リビングラボの目的

◼ これまでの取り組みの概要

◼ 令和６年度第５回リビングラボの目的

• 未来型図書館の整備に向けては、令和３年度より市民との対話を大切に着実にプロジェクトを推進してきている。

• 令和５年度からは、「市民と共に創る」プロセスを体現した「こまつリビングラボ」を立ち上げ、未来型図書館

の機能や建築空間イメージ、芦城公園の一体的な活用など構想の具体化に取り組んできている。

• 今後は、未来型図書館の中心的な機能ともなるリビングラボについて、２０３０年の開館を見据えた活動や運

営の仕組みづくりにも取り組んでいく必要がある。

• 第５回では、これまでの取り組みを振り返るとともに、今後のリビングラボの活動や目指す姿を「リビングラ

ボのロードマップ」として市民と共に描く。



令和６年度第５回 こまつリビングラボ（令和７年2月実施）開催フロー案

ショートレクチャー・ミニ講演

自己紹介 共有

未来型図書館づくりを考えるための
ショートレクチャーを実施します。

みんなで描こう！リビングラボのロードマップ！

グループワーク

リビングラボの未来の具体化と言語化

①【これまでの振り返り】
事務局

②【安岡美佳先生の
みんなに聞いてみたいこと！】

安岡美佳准教授

ロードマップを土台に
未来型図書館整備における

各フェーズで自分たちはどんなことを
したいか肉付けしていきます。

●事務局作成の「リビングラボのロードマップ（案）」をもとに、
中長期的な目線で、リビングラボを通して取り組みたい
テーマや活動を挙げながら、「リビングラボ」とは何か言語化していきます。

トークセッション

（登壇者）

宮橋市長×野末教授
×杓谷教授×安岡准教授

【リビングラボのこれからについて語り合います！】

これまでの取り組みを踏まえ、
未来に向けた方向性を
トークセッションで語り、
共有します。

講評

各グループ5分ずつ
安岡先生との

対話タイムも想定


